
テ
ク
ノ
・
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
工
学
博
士
岩
田
　
倫
典

（
企
画
制
作
‖
日
刊
工
業
新
聞
社
業
務
局
）

新
種
や
亜
種
が
リ
ア
ル
世
界
で
次
々
と

夢物語を実現する技術者のロマン

１
１
５

代
用
奴
隷
か
ら
超
人
間
へ
の
期
待

　
本
家
ロ
ボ
ッ
ト
の
名
は
、
カ
レ
ル
・
チ

ャ
ペ
ッ
ク
の
戯
曲
「
ロ
ッ
サ
ム
・
ロ
ボ
ッ

ト
製
造
会
社
」

１
９
２
１
年
初
演

に

よ
る
。
チ
ェ
コ
語
の
強
制
労
働
を
意
味
す

る
「
ロ
ボ
ー
タ
」
、
ス
ロ
バ
キ
ア
語
の
労

働
者
「
ロ
ボ
ト
ニ
ー
ク
」
か
ら
と
さ
れ
、

名
付
け
親
は
兄
の
画
家
ヨ
ジ
ェ
フ
と
も
。

ゾ
ン
ビ
伝
説
か
ら
か
、
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ

タ
イ
ン
型
の
人
造
労
働
者
で
、
労
働
を
サ

ボ
っ
て
堕
落
・
退
化
し
た
人
間
に
反
乱
し

て
世
界
を
征
服
す
る
。
日
本
で
は
早
く
も

年

大
正

に
粋
道
長
人
が
新
作
落

語
「
人
間
製
造
会
社
」
で
、

年
に
鈴
木

善
太
郎
は
「
カ
ペ
ッ
ク
の
戯
曲
労
働
者
製

造
会
社
」
で
紹
介
、

年
に
宇
賀
伊
津
緒

は
訳
本
「
人
造
人
間
」
を
刊
行
し
築
地
小

劇
場
で
上
演
。
か
く
し
て
日
本
に
人
造
人

間
ブ
ー
ム
が
起
こ
り
、

年
の
御
大
礼
記

念
京
都
博
覧
会
で
は
西
村
真
琴
が
空
気
圧

で
動
く
「
学
天
則
」
を
展
示
。

年
に

は
、
ア
シ
モ
フ
は
ロ
ボ
ッ
ト
を
機
械
式
に

改
め
「
わ
れ
は
ロ
ボ
ッ
ト
」
を
刊
行
し
、

い
わ
ゆ
る
三
原
則
を
守
る
有
能
な
労
働
ロ

ボ
ッ
ト
に
成
長
さ
せ
る
。

　
工
業
界
で
は
、
１
９
５
６
年
に
米
Ｇ
・

Ｃ
・
デ
ボ
ル
が
自
動
的
に
部
品
を
搬
送
す

る
機
械
の
特
許
を
申
請
、

年
に
米
金
属

市
場
新
聞
は
、
こ
の
機
械
を
産
業
用
ロ
ボ

ッ
ト
と
呼
ん
だ
。
後
、
バ
ー
サ
ト
ラ
ン
と

ユ
ニ
メ
ー
ト
の
名
で
商
品
化
。
足
ま
わ
り

も
進
歩
し
、
か
ら
く
り
人
形
の
血
を
引
く

癒
や
し
系
ロ
ボ
ッ
ト
も
登
場
。

　
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
は
１
８
８
６
年
の
Ｓ
Ｆ

小
説
「
未
来
の
イ
ブ
」
に
登
場
し
た
女
性

機
械
人
間
。
本
来
は
女
性
も
ど
き
の
ガ
イ

ノ
イ
ド
と
呼
ぶ
べ
き
も
の
で
、
ア
ン
ド
ロ

イ
ド
は
男
性
も
ど
き
。
人
間
も
ど
き
の
ヒ

ュ
ー
マ
ノ
イ
ド
は
Ｓ
Ｆ
で
は
異
星
人
が
人

間
に
取
り
つ
い
た
怪
物
の
イ
メ
ー
ジ
で
あ

っ
た
が
、
加
藤
一
郎
早
稲
田
大
学
教
授
が

１
９
７
３
年
開
発
の
人
型
ロ
ボ
ッ
ト
「
Ｗ

Ａ
Ｂ
Ｏ
Ｔ
―
１
」
に
こ
の
言
葉
を
用
い

た
。
大
阪
大
学
の
石
黒
浩
教
授
は
自
分
の

ソ
ッ
ク
リ
さ
ん
を
作
り
ジ
ェ
ミ
ノ
イ
ド

双
子
の
ア
ン
ド
ロ
イ
ド

と
命
名
し

て
公
開

２
０
０
６
年

。
バ
イ
オ
ロ
イ

ド
は
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
よ
る
有
機

人
造
人
間
。

　
サ
イ
ボ
ー
グ
は
１
９
６
０
年
に
米
医
学

者
が
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
・
オ
ー
ガ
ニ
ゼ

ー
シ
ョ
ン
か
ら
命
名
。
人
間
の
機
能
の
一

部
分
を
機
械
に
置
き
換
え
た
改
造
人
間
で

は
あ
る
が
、外
付
け
の
も
の
に
義
足
、義
肢

や
ロ
ボ
ッ
ト
ス
ー
ツ
が
、ま
た
、頭
脳
部
を

人
間
に
頼
る
リ
モ
コ
ン
や
搭
乗
型
ロ
ボ
ッ

ト
、
昆
虫
に
ま
か
せ

た
も
の
さ
え
。
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
ロ
ボ
ッ
ト

は
２
０
０
４
年
に
総

務
省
に
よ
り
発
足
し

た
ユ
ビ
キ
タ
ス
社
会

向
け
の
研
究
開
発
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
名
で
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
結

ば
れ
た
種
々
な
ロ
ボ

ッ
ト
端
末
が
協
調
作

業
す
る
。
エ
ー
ジ
ェ

ン
ト
機
能
を
持
ち
目

立
た
ず
、
わ
く
わ
く

感
、
安
心
感
を
与
え

る
と
い
う
新
三
原
則

を
守
る
ロ
ボ
ッ
ト
へ

と
開
発
が
進
む
。

　
仮
想
世
界
で
の
イ

メ
ー
ジ
の
広
が
り
と

現
実
の
技
術
の
進
歩

に
引
か
れ
て
か
、
ロ

ボ
ッ
ト
の
定
義
は
人

に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
。

し
か
し
、
産
業
用
ロ

ボ
ッ
ト
に
関
し
て
国

際
標
準
化
機
構

Ｉ

Ｓ
Ｏ

は
「
自
動
制

御
に
よ
る
マ
ニ
ュ
プ

レ
ー
シ
ョ
ン
機
能
や

移
動
機
能
を
持
ち
、

種
々
な
作
業
が
プ
ロ

グ
ラ
ム
さ
れ
て
実
行

で
き
る
機
械
」
、
特

許
庁
は
「
マ
ニ
ュ
プ

レ
ー
シ
ョ
ン
機
能
や

移
動
・
情
報
の
交
換

機
能
の
あ
る
自
律
機

械
で
汎
用
性
が
あ
る
も
の
」
と
言
い
、
日

本
工
業
規
格
Ｊ
Ｉ
Ｓ
用
語
の
知
能
ロ
ボ

ッ
ト
は
「
人
や
動
物
の
持
つ
知
能
機
能
の

全
部
ま
た
は
一
部
を
備
え
て
い
る
も
の
。

　
一
族
の
繁
栄
は
目
ざ
ま
し
く
、
ロ
ボ
ッ

ト
の
冠
に
分
家
筋
？
の
名
を
付
け
た
も

の
、
外
科
、
介
護
、
警
備
、
地
雷
駆
除
、

は
て
は
軍
事
用
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
用
途
を
冠

し
た
も
の
が
次
々
と
生
ま
れ
、
特
に
３
Ｋ

職
場
で
は
超
人
的
な
活
躍
。
さ
ら
に
は
、

先
祖
返
り
し
た
ソ
フ
ト
な
バ
イ
オ
ノ
イ
ド

や
血
管
内
を
も
走
る
マ
イ
ク
ロ
ロ
ボ
ッ
ト

の
開
発
も

。

ロ
ボ
ッ
ト
一
族
の
展
開

（ ） 【全面広告】 ２０１１年 平成２３年 ２月１５日 火曜日 　　


